
至金沢

髙井鴻山は北信濃有数の豪商で、幕
末維新の激動期に時局に対応しつつ
“国利民福”の信条を貫いた人です。
佐久間象山など当時の思想家と交わ
り、また北斎ら多くの文人墨客を招
いて地域文化の向上を図りました。
館内には鴻山や知友の書画遺品が展
示され、一弦琴の体験ができます。
また、「翛然楼」は、かつて北斎は
じめ多くの文化人で賑わった、鴻山
の書斎兼サロンです。

髙井鴻山記念館

髙井鴻山筆「象と唐人図」（四曲屏風）

「翛然楼」（町史跡）の二階
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昭和51年（1976）、町内に遺されている北斎作品の散逸を
防ぎ、収蔵・公開するための美術館として開館。貴重な肉
筆画を中心に企画展を通して北斎作品や史料を紹介して
います。長野県宝指定の２基の祭屋台にはそれぞれ北斎
が描いた龍・鳳凰、男浪・女浪の天井絵が飾られ、時代を経
た今も美しい色彩をとどめています。 026（247）5206

天保年間、江戸日本橋で呉服商を営む小布施出身の
小山文右衛門（十八屋）を介して、髙井鴻山は浮世絵
師葛飾北斎と出会い小布施へ招きます。
最初の訪問は北斎が83歳の秋でした。以後、北斎は
都合４回小布施を訪れ、晩年の集大成である肉筆画
に全力を注ぎ込みました。当時の小布施は北信濃の
経済の中心地として栄え、小布施文化の華開いた時
代でした。

上町祭屋台天井絵「男浪」

画狂人 葛飾北斎専門の美術館 「北斎館」

髙井鴻山は北信濃有数の豪農商で、
幕末維新の激動期に時局に対応しつ
つ“国利民福”の信条を貫いた人です。
佐久間象山など当時の思想家と交わ
り、また北斎ら多くの文人墨客を招
いて地域文化の向上を図りました。
館内には鴻山や知友の書画遺品が展
示されています。
また、かつて北斎はじめ多くの文化
人で賑わった、鴻山の書斎兼サロン
である｢翛然楼｣も遺されています。



「花のまちづくり」は、小布施人の「町を愛する心」から生まれ
た活動であり、皆さまをあたたかくもてなす心を大切にしてい
ます。花は、町に住む人と訪れる人との交流の輪を広げる大切
な資源です。

　　　 の敷地を彩る花壇､築山､芝
生の広場。四季折々に花が咲き、年
間を通して多くの来訪者で賑わって
います。

上信越自動車道と並行する千曲川堤防上には、全長4㎞、約600本の八重桜の
並木があり、「桜堤」の名で多くの方に親しまれています。また、堤防下には、
ハナモモ、菜の花、ソメイヨシノなどの花木が植えられた美しい広場があり、
地域のふれあい公園として、お花見の場として、見頃を迎える春は、特に人気
の観光スポットとなっています。

●ギャラリー唐十郎

●グラススタジオ Licco

栗の歴史は600余年とも言われ、江
戸時代は将軍家への献上品でした。
今では栗かのこなど様々な銘菓と
なっています。

小布施栗
窓越しにフローラルガーデンを臨む
レストラン。地元産の素材を吟味し
た創作料理が楽しめます。

ガーデンレストラン「OBUSE花屋」

090（4721）4971

090（4009）8353

おぶせ藤岡牧夫美術館
絵本作家・藤岡牧夫さ
んの原画を展示。

千曲川リバーサイドパーク（含．千曲川ふれあい公園）千曲川リバーサイドパーク

「樹霊淡墨櫻」（部分）中島千波

小布施生まれの日本画家・中島千波と金属造形
作家・春山文典の作品を中心に、さまざまな作品
を展示。祭り屋台を展示する屋台蔵の他に木造
館、ショップや喫茶室もあります。

日本のあかり博物館

日本初の総合的な灯火具専門博物館。小布施周辺
の北信地域などで蒐集した油やろうそく等を燃料と
する和製灯火具約1000点を展示しています。

026（247）5669

小さな栗の木美術館

旧家の土蔵を改造したミニ美術館。桜井佐七氏の個
人コレクションを収蔵・展示。主に大正から昭和初期に
かけての味わい深い作品が揃います。

026（247）5166

古陶磁コレクション「了庵」

個人博物館。実際に手に触れるコーナーもあり、鑑識
眼を養う絶好のチャンス。日本の古陶磁等、約150点を
年代順に常設展示しています。

026（247）5866

歴史民俗資料館

小布施の考古資料、生活用具、産業用道具など1000
点余りを収集して展示しています。建物はかつての小
学校校舎を再生したものです。

026（247）4927

026（247）6111

上信越自動車道と並行する千曲川堤防上には、全長４㎞、約600本の八重桜の
並木があり、「桜堤」の名で多くの方に親しまれています。また、堤防下には、
菜の花、ソメイヨシノなどの花木が植えられた美しい広場があり、地域のふれあ
い公園として、お花見の場として、見頃を迎える春は、特に人気の観光スポットと
なっています。

町振興公社が運営する、小布施の農産物や特産品などを販売する店。６次産業
センター内にあります。とれたての野菜や果物、オリジナルの「りんごジュース」な
どが並んでいます。

昔から愛されてきた町の牛乳屋さん。
素材を生かして低温殺菌処理した牛乳
は、コクはあるけどさらっとした飲み心地。

農産物直売所ろくさん(小布施屋)

髙井家菩提寺「祥雲寺」
髙井鴻山のお墓がありま
す。柄が 1.5ｍの愛用の
太筆や妖怪画、書などが
遺されています。また、小
林聖花 作の大間天井絵
「心字混沙門龍図」が15
畳敷きの広さに描かれて
います。

北斎館と髙井鴻山記念館
をつなぐ細道に、名産の栗
の角材を敷き詰めました。
木の感触が足に優しいや
すらぎの小径。北斎や鴻
山が歩いた道です。

新生病院は昭和７年に設
立。作家、福永武彦も療養
生活を送りました。礼拝堂
は一般の人にも開かれた
教会です。玄関のステンド
グラスには､小布施の栗と
りんごが描かれています。

玄照寺の前身が創立され
たのは、今から約 600 年
前。その後武田信玄の重
臣高坂弾正により現在の
寺号になりました。金剛力
士像が立ち並ぶ三門は、
町宝に指定されています。

フローラルガーデンおぶせ
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